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別紙②  

書籍『データインフォームドな都市と交通―データを起点とした対話と共創の新たなまちづく

りの挑戦―』の目次・編著者情報 

 

書籍目次 

はじめに 

巻頭言 データインフォームド都市・交通学への期待 

第 1 章：データインフォームドな都市と交通とは 

1. 都市と交通をめぐる構造的理解：歴史・課題・これからの時代に必要な思考 

2. 「データインフォームド」とは何か 

第 2 章：データインフォームドな都市と交通の探求① 実務からの洞察 

1. 鉄道・沿線開発・ウェルビーイングの統合戦略 ―小林一三モデルの進化と阪急型 TOD― 

2. 都市再生の魂 ―化学変化を起こす豊島区のまちづくり― 

3. データインフォームドな社会に向けた現在地と未来 

4. スマートシティ 5.0 ―会津若松の挑戦― 

第 3 章：データインフォームドな都市と交通の探求② 研究の最前線 

1. 行動と空間のデータが拓く商業施設デザインの可能性 

2. 文脈の中に位置づけられる「人間らしい」多様な移動 

3. 沿線開発が人々の経験やアーバンレジリエンスに与える影響 

第 4 章：データインフォームドな都市と交通の探求③ データと基盤 
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3. データで切り拓く都市・交通の価値創造 
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